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●要約 

２種のアーユルヴェーダ補助食品（アムリット４およびアムリット５）の免疫調節効果を評価するために、ア

ムリット４およびアムリット５の水性乳濁液を５０および１００ｍｇ／ｋｇの分量で１０日間経口投与され

たマウスにおける腹腔マクロファージ内のスーパーオキシド陰イオンの産生およびコンカナバリンＡ（Ｃｏｎ 

Ａ）に対する脾臓細胞の反応を調査した。アムリット５（５０ｍｇ／ｋｇ）処置群の腹腔マクロファージ内の

スーパーオキシド陰イオンの産生は、対照群のそれよりも有意に高かった。Ｃｏｎ Ａによる脾臓細胞の刺激

指数は、すべての投与量でアムリット４およびアムリット５処置群のほうが対照群よりも有意に高かった（３

～４倍）。以上の結果は、アムリット４はリンパ球の反応性を高め、アムリット５はリンパ球の反応性を高め

るとともにマクロファージ機能を向上させることを示している。また本研究は、アムリット４およびアムリッ

ト５にはリンパ球に対して有糸分裂誘発効果があることを示唆している。 

 


